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寒い日が続くけど、みん
なも風邪をひかないよう
に気をつけてね。

平成25年度　本庄市成人の祝い
表紙写真：１月12日、市民文化会館で「成人の祝い」の式典
を開催しました。会場に集まった新成人のみなさんは、懐か
しい友達との再会に喜んだり、晴れ着姿で記念撮影を楽しん
だりしていました。今年は、市内で857人が大人の仲間入り
をしました。

まちのデータ（2014.1.1現在）
人　口 79,873（－ 88）
　男 39,602（－ 45）
　女 40,271（－ 43）
世帯数 32,530（－ 11）
（　）内は前月との比較

●  申告期間は２月13日㈭から３月17日㈪まで
　  　　　　市民税・県民税の申告は、正しく期限内にしましょう！ …２
●  乗ってみよう！はにぽん号・もといずみ号 ……………………………５
●  わたしたちの国保 …………………………………………………………６
●  国民年金保険料は口座振替が便利でお得です …………………………８
●  休日急患の診療 ……………………………………………………………23

● 今月の主な内容
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申
告
期
間
は 

２
月
13
日
㈭
か
ら
３
月
17
日
㈪ 

ま
で

　

申
告
は
３
月
17
日
㈪
ま
で
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
期
限
内
に
申
告

を
し
な
か
っ
た
場
合
、「
平
成
26

年
度
（
平
成
25
年
分
）
所
得
・
課

税
証
明
書
」
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
、
証
明
書
の
発
行
に
日
数
が
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要

介
護
２
〜
５
）
を
受
け
て
い
る
人

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
持
っ

て
い
な
い
場
合
で
も
、
市
が
交
付

す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
を
提
示
す
れ
ば
、
障
害
者
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対 

象　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
65
歳
以
上
の
人

① 

平
成
25
年
12
月
末
時
点
で
、
要

介
護
２
か
ら
５
ま
で
の
い
ず
れ

か
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

② 

平
成
25
年
中
に
死
亡
し
た
人
で
、

死
亡
時
に
要
介
護
２
か
ら
５
ま

で
の
い
ず
れ
か
の
認
定
を
受
け

て
い
た
人

申 

請
方
法　

本
人
又
は
代
理
人
が
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参

の
う
え
左
記
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
７
１

９
、
市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３

３ 申
告
は
期
限
内
に
し
ま
し
ょ
う

介
護
保
険
要
介
護
認
定
者
の

障
害
者
控
除
を
受
け
る
に
は

次に該当する人は、市役所で受付できないため、税務署で申告してください。
①青色申告②平成24年分以前の確定申告③死亡者の確定申告④土地・建物・株等の譲渡所得⑤雑損控除⑥住宅借入金等特
別控除⑦山林所得⑧災害減免⑨外国税額控除⑩外国に住んでいる扶養親族の扶養控除を受けたい

※このフローチャートは一般的な例です。

あなたの申告は市民税・県民税申告？それとも確定申告？

スタート！

平成26年1月1日に本庄市に住んでいましたか？

平成25年中に収入がありましたか？

あなたは給与所得者ですか？

勤務先から本庄市に給与支払
報告書が提出されています
か？
※不明な場合は、勤務先にお
問い合わせください。

勤務先から支給された給与の
ほかに所得がありますか？

給与所得以外の所得
金額が20万円を超
えますか？

年末調整で、控除の取り忘れや記入漏れなど
がありますか？又は、医療費控除、寄附金控
除等を受けたいですか？

税務署から申告書が送付され
ていますか？

所得税の確定申告を
しますか？（納付・
還付等）
※次ページの「税務
署からのお知らせ」
をご確認ください。

税務署で確定申告をして
ください。

平成26年1月1日現在、住んでいた
市区町村へ確認してください。

次のどれかに当てはまりますか？
① 16歳以上の国民健康保険加入者と
その世帯主
②介護保険加入者
③後期高齢者医療保険加入者
④市営・県営住宅入居者
⑤所得・課税証明書が必要な人

市民税・県民税の申告
が必要です！

市民税・県民税の申告は原則不要で
すが、医療・福祉等の行政サービス
を受ける人は、必要になる場合があ
ります。

フローチャートの質問に答えて、確認してみましょう！
はい　　　　　　　　　　　  いいえ

月 日 曜日 地　　　　　　　区 会場

２
月

13 木 児玉南、第一金屋、第二金屋、第三金屋、長沖
大
・
中
会
議
室

セ
ル
デ
ィ

14 金 宮内、飯倉、田端、保木野、塩谷、高柳
17 月 秋山、風洞、西小平、東小平
18 火 長浜町、鍛治町、上町、下町
19 水 仲町、新町、連雀町、本町、本泉全域

20 木 南、前原、緑、栗崎

市
役
所
６
階
大
会
議
室

21 金 東台、住居表示外（照若町・本町・台町・諏訪町）
24 月 日の出
25 火 朝日町、五十子、早稲田の杜、東富田、今井
26 水 四季の里、北堀、西五十子、東五十子、四方田
27 木 寿、けや木
28 金 傍示堂、鵜森、堀田、滝瀬、宮戸、小和瀬

３
月

2 日 市内全域（市民税・県民税申告優先）
3 月 牧西、仁手、下仁手、久々宇、田中、上仁手
4 火 沼和田、山王堂、杉山、新井、三友、都島、万年寺
5 水 千代田、見福
6 木 中央、本庄
7 金 若泉、銀座
10 月 駅南、吉田林、上真下、下真下、共栄全域、高関
11 火 栄、柏
12 水 小島
13 木 西富田、蛭川、下浅見、入浅見
14 金 小島南、下野堂
17 月 市内全域（市民税・県民税申告優先）

毎
年
、
期
限
間
近
に
な
る
と
会
場
が
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
準
備
し
て
、
で
き
る
だ
け
指
定
日
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
月
13
日
㈭
か
ら
19
日
㈬
ま
で
の
申
告
会
場
は
、
セ
ル
デ
ィ
で
す
。

市
役
所
で
の
受
付
は
、
20
日
㈭
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、
日
程
と
会
場
を
左
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
３

●申告日程表（受付時間：午前９時～正午、午後１時～４時）

①
印
鑑

② 

収
入
金
額
や
経
費
が
分
か
る
も

の
▼ 

給
与
所
得
、
年
金
所
得
の
あ
る

人
…
源
泉
徴
収
票

▼ 

事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
）、
不

動
産
所
得
の
あ
る
人
…
収
支
内

訳
書

▼ 

配
当
所
得
、
一
時
所
得
、
雑
所

得
等
の
あ
る
人
…
支
払
調
書

③ 

各
種
の
控
除
を
証
明
で
き
る
も

の
▼ 

保
険
料
控
除
、
寄
附
金
控
除
を

受
け
る
人
…
社
会
保
険
（
任
意

継
続
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民

年
金
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
等
）、
生
命
保
険

（
一
般
、
個
人
年
金
、
介
護
医
療
）、

地
震
保
険
（
経
過
措
置
の
損
害

保
険
を
含
む
）、
寄
附
金
の
領
収

書
又
は
支
払
証
明
書

※
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
等
の
保
険

料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
場
合
、
控
除
の
適
用
は
保
険
料

支
払
者
本
人
に
な
り
ま
す
。（
配

偶
者
そ
の
他
親
族
の
控
除
に
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。）

▼ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
…
医

療
費
の
明
細
書
及
び
医
療
機
関

に
支
払
っ
た
費
用
の
領
収
書
等
、

保
険
金
な
ど
で
補
填
さ
れ
た
金

額
が
分
か
る
書
類

▼ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
…
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書（
左

ペ
ー
ジ
を
参
照
）
な
ど

※
収
支
内
訳
書
・
医
療
費
の
明
細

書
は
必
ず
事
前
に
作
成
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
が
不
備

の
場
合
、
再
度
ご
来
場
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

事
前
に
申
告
書
用
紙
が
必
要
な

人
は
、
申
告
会
場
、
課
税
課
（
市

役
所
１
階
）、
市
民
福
祉
課
（
総
合

支
所
仮
庁
舎
）
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
希
望
の
人
は
、
課
税
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
、正
し
く
期
限
内
に
し
ま
し
ょ
う
！

「
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
」
を

事
前
に
作
成
す
る
場
合
は
？

申
告
時
に
必
要
な
も
の
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各種所得の合計額（譲渡所得や
山林所得を含む）から、所得控
除を差し引いて、「課税される所
得金額」を求める

「課税される所得金額」に
所得税の税率を乗じて、
「所得割額」を求める

「所得割額」から、配当控除額と
年末調整の際に控除を受けた
（特定増改築等）住宅借入金等特
別控除額を差し引く

計
算
式  

予約センター：☎０４９５－２１－７７９７　予約受付・運行：月～土曜日（休日・12月29日～１月３日を除く）の午前８時～午後５時

　平成23年分以後の各年分において、公的年金等の収入
金額の合計額が400万円以下であり、かつ、公的年金等
に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合に
は、所得税の確定申告は必要ありません。
※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税
の申告が必要な場合があります。　
《注意》
・ この場合であっても、所得税の還付を受けるためには、
確定申告書を提出する必要があります。
・ 確定申告書の提出が要件となっている控除（例えば、
純損失や雑損失の繰越控除など）の適用を受ける場合
には、確定申告書の提出が必要となります。

　平成25年分から平成49年分までの各年分につい
ては、所得税と併せて復興特別所得税の申告及び納
付をすることとされています。
　復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原
則として、その年分の所得税額）に2.1％の税率を
掛けて計算した金額です。
　また、平成25年１月１日から平成49年12月31
日までの間に生ずる所得について、源泉所得税が徴
収される場合には、復興特別所得税が併せて徴収さ
れます。
※復興特別所得税…東日本大震災からの復興施策の財
源確保を目的に課されることになった税

①給与の収入金額が2,000万円を超える人
②給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）の合計額が20万円を超える人
③ 給与を２か所以上から受けていて、年末調整をしなかった給与の収入金額と、各種の所得金額（給与所得、退
職所得を除く）との合計額が20万円を超える人
※給与所得の収入金額の合計額から、所得控除の合計額（雑損控除、医療費控除、寄附金控除及び基礎控除を除く）
を差し引いた残りの金額が150万円以下で、さらに各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）の合計額が20
万円以下の人は、申告は不要です。
④ 同族会社の役員やその親族の人などで、その同族会社からの給与のほかに、貸付金の利子、店舗・工場などの
賃貸料、機械・器具の使用料などの支払を受けた人
⑤給与について、災害減免法により所得税及び復興特別所得税の源泉徴収税額の徴収猶予や還付を受けた人
⑥ 在日の外国公館に勤務する人や家事使用人などで、給与の支払を受ける際に所得税及び復興特別所得税を源泉
徴収されないこととなっている人

◆確定申告をすれば税金が戻る人
　給与所得者で確定申告の必要がない人でも、次のような場合で、源泉徴収された税金が納め過ぎになっている
ときには、還付を受けるための申告（還付申告）により税金が還付されます。
①災害や盗難、横領により住宅や家財などの資産に受けた損害などについて雑損控除を受ける場合
②病気やけがなどで支払った多額の医療費について医療費控除を受ける場合
③家屋を住宅借入金等で新築や購入、増改築等をして、（特定増改築等）住宅借入金等特別控除を受ける場合　

●給与所得者の確定申告（※給与所得者は年末調整により所得税が精算されるため、確定申告は原則不要です）
◆確定申告が必要な人
　次の計算において残額があり、さらに①から⑥のいずれかに該当する人は、所得税及び復興特別所得税の確定
申告が必要になります。

確定申告は自分で作成してお早めに！
　平成25年分の所得税及び復興特別所得税の本庄税務署での確定申告の受付は、２月17日㈪から３月17日㈪まで
です。
　還付申告は、確定申告期間の前から行えます（土・日・休日を除く）。また、申告書はe-Tax（国税電子申告・
納税システム）による送信、郵便等による送付又は税務署の時間外収受箱への投函により提出することができます。
　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）で確認又は税務署へお問い合わせください。

税務署からのお知らせ　　★本庄税務署☎㉒２１１１（自動音声案内）　





公的年金等を受給している人へ 復興特別所得税のお知らせ

　はにぽん号・もといずみ号は、決まった区域を運行するため、乗り継ぎなしで行ける場所が限られています。
また、本庄地域から児玉地域、児玉地域から本庄地域へは運行していませんので、路線バス（児玉折返し場～
本庄駅線）を利用してください。

乗り継ぎについて

予約・利用方法（注意点）について

乗ってみよう！

はにぽん号・もといずみ号
（本庄北・本庄南・児玉市街地）

はにぽん号・もといずみ号とは.....
　市内循環バスに替わり、10月１日から始まった新たな市内交通サービスです。予約
に合わせて本庄北・児玉山間では９人乗り、本庄南・児玉市街地では４人乗りの車両が
停留所から停留所まで送迎します。

★企画課☎㉕１１５７

回　　　数　　　券
対　象 100円券×10枚 50円券×10枚

①一般 ８００円 ４００円
②75歳以上 ６００円
③運転免許証返納者 ６００円
④65歳以上 ７００円

※回数券購入には、健康保険証など年齢の分かるもの（②・④）、
運転経歴証明書（③）の提示が必要です。

運　　　　賃
大　人（中学生以上） ３００円
小　学　生 １５０円
未就学児
（※同伴者が必要） 無料

※乗車時に身体障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳を掲示した場合、本人と介護
者１人は150円割引になります。

◆湯かっこ営業日には
・児玉総合支所→湯かっこ行

　　　　午前10時30分発
・湯かっこ→児玉総合支所行

　　　　午後３時発
が運行します（要予約）。

（児玉山間）

１．どの停留所から　乗り、どの停留所まで　行くのか予約センターへ電話をする前に確認してください。
◎ 予約は、停留所名を伝えてください。○○商店に近い停留所、△△さんの家の前にある停留所など、停留所名
が分からないまま電話をすると、予約に時間がかかることや予約に応じられないこともあります。
◎ 停留所については、広報ほんじょう９月号又は市ホームページ（トップページ→施設を探す→はにぽん号・も
といずみ号の停留所）をご覧ください。

２．予約センター　☎㉑７７９７　に電話をして、　利用日時　（何日の何時何分に）、　乗車停留所　（どこから）、
　降車停留所　（どこまで）、　利用人数　（何人で）を伝えてください。
◎ 利用日の前の週の月曜日から利用日当日まで予約ができますが、先の予約が優先されますので、お早めにご予
約ください。

３．予約状況を確認し、迎えに行ける　乗車時間　をご案内します。
◎予約状況により、希望に沿えない場合があります。

４．予約時に伝えた　乗車時間　に停留所でお待ちください。　
◎交通状況により遅れる場合があります。

５．乗車時に運賃（現金又は回数券）を支払います。　
◎お得な回数券は、車内・市役所１階レストラン・エコーピアで販売しています。



平成26年2月1日号 67

国保加入世帯
13,001世帯
国保加入者数
23,370人

（平成25年12月31日現在）
お問い合わせ先
保　険　課
☎㉕1116

平成24年度　国民健康保険決算状況平成24年度　国民健康保険決算状況

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
も
と

も
と
社
会
保
険
に
加
入
で
き
な
い

自
営
業
者
や
農
林
水
産
業
従
事
者

等
の
保
険
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
そ
の
構
成
は
大

幅
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

自
営
業
者
等
の
占
め
る
割
合
は

減
少
し
、
年
金
受
給
者
や
病
気
退

職
、
解
雇
等
に
よ
る
無
職
者
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
人
々
は
、
高
齢
や
病
気
に
よ

り
医
療
機
関
に
か
か
る
機
会
が
多

く
、
医
療
費
増
加
の
一
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
人

の
収
入
は
、
年
金
や
無
収
入
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
大
き
な
保
険
税

負
担
は
見
込
め
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
医
療
費
が
増
加

し
て
も
保
険
税
は
そ
の
伸
び
に
つ

歳
入
・
歳
出
の
内
容
は

い
て
い
け
な
い
と
い
う
構
造
上
の

問
題
点
が
あ
り
、
繰
入
金
に
よ
る

赤
字
補
填
（
法
定
外
繰
入
金
）
で

何
と
か
財
政
を
維
持
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間
の
法

定
外
繰
入
金
は
、
総
額
21
億
円
を

超
え
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に

は
平
成
23
年
度
に
続
き
、
２
度
目

の
税
率
改
定
を
行
い
ま
し
た
が
、

税
金
の
基
に
な
る
所
得
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
た
め
、
本
市
の
国
民
健

康
保
険
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

【
被
保
険
者
】

　

75
歳
以
上
の
人
及
び
65
歳
か
ら

74
歳
の
人
で
一
定
の
障
害
が
あ
る

と
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
認
定
を
受
け
た
人

75
歳
か
ら
の
医
療
保
険
は
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
す

【
歳
入
】

　

現
役
世
代
が
加
入
す
る
医
療
保

険
か
ら
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
で

約
４
割
が
賄
わ
れ
、公
費
（
国
34
％
、

県
８
％
、
市
町
村
８
％
）
で
５
割
、

残
り
の
１
割
を
加
入
者
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
で
賄
っ
て
い
ま

す
。

【
運
営
主
体
】

　

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
県
内
全
市
町
村
で
構
成
）

○平成24年度の加入状況

被保険者数
（加入者）

埼玉県全体 643,126人　

　◇本庄市 8,846人　

保険料 収納額 496,892千円　

医療費

埼玉県全体 536,583,551千円　
【１人当たりの医療費　834,337円】　 

　◇本庄市 7,871,599千円　
　【１人当たりの医療費　889,848円】　

　

平
成
24
年
度
の
歳
入
合
計
は
、

93
億
１
、
２
１
８
万
円
で
前
年
比

１
０
５
・
５
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
は
、
国
・
県
支
出

金
が
30
・
７
％
、
前
期
高
齢
者
交

付
金
が
19
・
７
％
で
歳
入
の
半
分

を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
入

の
重
要
な
財
源
で
あ
る
国
保
税
の

占
め
る
割
合
は
、昨
年
の
23
・
２
％

か
ら
下
が
り
、
21
・
９
％
に
ま
で

落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
歳
出
合
計
は
、

92
億
７
、
７
８
４
万
円
で
前
年
度

比
１
０
５
・
６
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
内
訳
は
、
保
険
給
付
費

が
61
億
４
、
７
２
１
万
円
で
年
々

増
え
続
け
、
歳
出
に
占
め
る
割
合

は
、
66
・
３
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
医
療
費
と

　

減
少
す
る
国
保
税
収
入

社会保険に加入したら必ず手続きを！

　社会保険に加入した場合、国民健康保険は自
動で喪失されないため、市役所への手続きが必
要です。社会保険に加入してから、国民健康保
険証で医療機関を受診してしまった場合には、
医療費を返還していただくことがあります。
　社会保険証をもらったら、忘れずに国民健康
保険喪失手続きを市役所で行いましょう。

社会保険の被扶養者になれる人はいませんか

　国民健康保険加入者で、年間の収入額が扶養認定基
準（60歳未満の人は年間130万円、60歳以上又は障害
厚生年金受給者は180万円）未満の人は、家族の社会
保険の扶養になれる可能性があります。被扶養者は、保
険料がかからないだけでなく、健康保険組合独自の付
加給付制度がある場合もあります。
　被扶養者の認定手続きについては、家族の勤務先に
お問い合わせください。

①医療費通知を活用しましょう
　医療機関を受診した人には、年４回、医療費通知を郵送しています。
　自己の窓口負担額（１割～３割）を確認するとともに、残り（９割～７割）は保険者（市国保）が負担して
いることを再認識し、医療費の節約に努めましょう。
②ジェネリック医薬品を使いましょう
　慢性疾患等の薬を服薬している人でジェネリック医薬品の利用が可能な人は、医師、薬剤師に相談のうえ、
使いましょう。１か月当たりの自己負担額の差額に300円以上効果が見込まれる人に、平成24年10月から差
額通知を郵送しています。１か月の差額は少なくても一生では大きな節約になります。
③かかりつけ医を持ちましょう
　家族全体の病歴や体質を知っているかかりつけ医がいると安心です。病気全般の相談をすることができ、必
要な場合は適切な医療機関への紹介状も書いてもらえます。
④重複・頻回受診はやめましょう
　医師の紹介を受けず、自己判断でいくつもの医療機関を受診するのはやめましょう。重複受診をすると、そ
の度に初診料がかかるだけでなく、何度も検査や処置、投薬などを行うことにより、体にも負担がかかります。
治療に対する不安や疑問があれば、かかりつけ医に相談してみましょう。また、かかりつけ薬局やお薬手帳を
活用し、薬の重複や飲み合わせに注意しましょう。
⑤休日や夜間の受診はひかえましょう
　軽症な人の救急医療機関への受診により、緊急性の高い患者への治療に支障をきたすことがあります。
　また、診療時間外の診療には加算金がかかり、医療費も高くなります。緊急性の高い患者が安心して医療を
受けられるように、軽症の人は、休日・夜間の受診は控えましょう。

引き続き医療費の抑制にご協力をお願いします

保険給付費
66.3％

後期高齢者
支援金
12.9％

介護給付金
5.6％

共同事業拠出金
　12.0％

総務費
1.2％

保険事業他
2.0％　

歳 出
92億7,784万円

国庫支出金
24.9％

県支出金
5.8％

市繰入金
6.1％

共同事業
交付金
14.5％

療養給付費等
交付金
6.4％

国保税
21.9％

繰越金他
0.7％

歳 入
93億1,218万円

前期高齢者
交付金
19.7％

62
単位：億円

61

60

59

58

57

55

56

54
平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

億

保険給付費の推移 （単位：千円）

保険給付費

平成21年度

5,688,036

平成22年度

5,782,711

平成23年度

6,043,705

平成24年度

6,147,212



平成26年2月1日号 89

国民年金保険料免除、
納付猶予の制度があります

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
納
す
る

と
、
そ
の
月
数
に
応
じ
た
割
引
が

受
け
ら
れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

４
月
か
ら
は
、
口
座
振
替
で
２

年
分
前
納
す
る
方
法
が
追
加
さ
れ

ま
す
。
割
引
額
が
１
４
、
０
０
０

円
程
度
に
な
り
、
大
変
お
得
で
す
。

２
年
前
納
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

順
次
更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
割
引
を
受
け
た
い
け
れ

ど
、
ま
と
め
て
の
前
納
は
難
し
い

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

前
納
制
度
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
次
の

方
法
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
を
使
用
し
、
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
で
納
め
る

②
口
座
振
替
で
納
め
る

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め
る

④ 

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
で
納

め
る

※
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
は
、
一
度
手
続
き
す
る
だ

け
で
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

納
付
方
法
の
詳
細
は
、
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nenkin.go.jp/

）
で
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

　20歳になり、新たに国民年金の被保険者になっ
た人の中には、学生や無収入のため保険料を納め
られない人もいると思います。
　経済的な理由により国民年金保険料を納めるこ
とが困難な場合には、下記のような保険料免除や
納付猶予の制度があります。納められないときは
そのままにせず、ご相談ください。
○学生納付特例制度
　学生で、本人の所得が一定以下の場合、申請し
て認められると在学期間中の保険料を後払いにで
きます。
○申請免除制度
　20歳以上60歳未満の人で、本人・配偶者及び
世帯主の所得が一定以下の場合、申請して認めら
れると保険料が免除されます。
※所得に応じて段階的に免除額が設定されます。
○若年者納付猶予制度
　30歳未満の人で、本人及び配偶者の所得が一定
以下の場合、申請して認められると保険料を後払
いにできます。

と
い
う
人
は
、
口
座
振
替
に
よ
る

「
早
割
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
期
限
は
通
常
翌
月
末

日
で
す
が
、
当
月
末
引
き
落
と
し

に
す
る
「
早
割
」
に
す
る
と
、
50

円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

納付方法
割引額（※１）

２年前納 １年前納 半年前納 早割

口座振替 14,360円
（納期：４月末日）

3,780円
（納期：４月末日）

1,030円
（納期※２）

50円
（納期：当月末日）

クレジット
カード 3,200円

（納期：４月末日）
730円

（納期※２）納付書
※１ 割引額は平成25年度の保険料額を元にした目安額ですので、実際の金額と異なる場合があります。
※２ 納期：前期（４～９月分）４月末日、後期（10～翌年３月分）10月末日

口座振替・クレジットカード納付の申込方法

◎口座振替
　次のものを持参のうえ、金融機関又は年金事務所で
手続きをしてください。
用 意　年金手帳又は納付書、預（貯）金通帳、通帳届
出印

◎クレジットカード納付
　次のものを持参のうえ、年金事務所で申し込んでく
ださい。市から年金事務所への取り次ぎもしています。
用 意　年金手帳又は納付書、クレジットカード、印鑑
※口座振替又はクレジットカードで新規に２年前納、
１年前納、半年前納を希望する人は（変更する場合も
含む）、２月末までに手続きをお願いします。

確定申告に必要な
「国民年金保険料控除証明書」が送付されます

　平成25年10月１日から12月31日までの間に初め
て国民年金保険料を納付した人には、「国民年金保険
料控除証明書」が、日本年金機構又は年金事務所から
２月上旬から順次発送されます。
★ 控除証明書専用ダイヤル☎0570－070－117、
　IP電話等からは☎03－6700－1130

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

　

冬
の
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

　

暖
房
な
ど
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
が
増
え
る
冬
に
、
埼
玉
県

で
は
「
冬
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
で
あ

る
二
酸
化
炭
素
は
、
家
庭
や
事
業

所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か
ら

排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
の
回
り
の
小
さ
な
こ
と
か
ら

省
エ
ネ
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
冬
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

期
間　

３
月
31
日
㈪
ま
で

・
暖
房
の
温
度
を
高
く
し
過
ぎ
ず
、

適
温
（
20
℃
以
下
）
に
設
定
し

ま
し
ょ
う
。

・
重
ね
着
を
す
る
、
温
か
い
飲
み

定
住
促
進
新
築
住
宅
取
得
奨
励
金
の
ご
案
内

〜
本
庄
市
に
定
住
す
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
〜

３
月
は
「
定
住
促
進
新
築
住
宅
取
得
奨
励
金
」
の
申
請
期
間
で
す

　

市
で
は
、
市
内
に
新
築
住
宅
を

取
得
し
定
住
し
た
人
に
対
し
て
、

一
定
の
条
件
の
も
と
、
家
屋
の
固

定
資
産
税
50
〜
75
％
分
を
奨
励
金

と
し
て
最
大
３
年
間
交
付
し
ま
す
。

　

３
月
は
、
今
年
度
分
の
申
請
期

間
で
す
。
期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
は
、
平
成
24
年
１
月
２

日
か
ら
平
成
25
年
１
月
１
日
ま
で

の
間
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
が
対
象

で
す
。

申 

請
期
間　

３
月
３
日
㈪
〜
31
日

㈪
（
必
着
）

※
直
接
持
参
す
る
場
合
は
、
土
・

日
・
休
日
を
除
き
ま
す
。

申 

請
書
類　

申
請
書
、
請
求
書
、

契
約
書
の
写
し
（
市
内
建
築
業

者
を
利
用
し
た
場
合
）

※
申
請
用
紙
は
、
昨
年
５
月
に
本

制
度
の
該
当
が
見
込
ま
れ
る
家
屋

の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
に
同

封
し
ま
し
た
（
２
月
中
旬
に
再
度

郵
送
し
ま
す
）。
そ
の
他
、
企
画

課
で
配
布
、
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

申 

請
方
法　

市
税
を
完
納
後
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
申
請

書
類
を
郵
送
又
は
直
接
企
画
課

（
市
役
所
３
階
）
へ

郵
送
先
（
住
所
は
記
入
不
要
）

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
役
所
企
画
課

【
制
度
概
要
】

対 

象
住
宅　

台
所
、
便
所
、
浴
室

及
び
居
室
を
有
し
、
利
用
上
の

独
立
性
を
有
す
る
も
の
で
専
ら

自
己
の
居
住
用
に
使
用
す
る
住

宅
（
併
用
住
宅
は
、
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
と

し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
）

対 

象
者　

市
内
に
右
記
の
住
宅
を

取
得
（
新
築
又
は
購
入
）
し
た

人
で
次
の
要
件
を
満
た
す
人（
増

改
築
や
中
古
住
宅
の
取
得
は
除

く
）

交
付
要
件

①
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

② 

対
象
住
宅
の
所
在
地
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
こ
と

交 

付
額　

家
屋
の
居
住
部
分
の
固

定
資
産
税
額
の
50
％

加
算
要
件

⑴
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
15
％
を
加
算

①
新
築
住
宅
の
取
得
時
に
市
内
に

転
入
し
た
人

②
生
計
を
一
に
す
る
中
学
生
以
下

の
子
を
持
つ
人

③
生
計
を
一
に
す
る
中
学
生
以
下

の
子
を
持
つ
親
族
と
同
居
す
る

人
⑵
市
内
に
本
社
（
個
人
事
業
主
を

含
む
）
の
あ
る
建
築
業
者
か
ら

取
得
し
た
場
合
は
10
％
を
加
算

交
付
上
限
額　

10
万
円
（
１
年
度

当
た
り
）

交
付
期
間　

当
該
住
宅
の
固
定
資

産
税
を
課
税
さ
れ
た
初
年
度
か

ら
３
年
間

実
施
期
間　

平
成
25
年
度
か
ら
29

年
度
ま
で

※
奨
励
金
の
該
当
の
有
無
な
ど
制

度
の
詳
細
を
確
認
し
た
い
場
合
は
、

左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

物
を
飲
む
、
軽
い
体
操
を
す
る

な
ど
、
体
を
「
う
ち
」
と
「
そ

と
」
の
両
方
か
ら
温
め
る
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

・
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施
に
よ
り

早
め
の
帰
宅
を
促
し
、
残
業
時

の
部
分
点
灯
を
行
う
な
ど
、
オ

フ
ィ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を

抑
制
し
ま
し
ょ
う
。

◎
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

期
間　

３
月
21
日
㈷
ま
で

　
「
こ
の
日
は
、
１
日
環
境
に
よ
い

こ
と
を
し
よ
う
」
と
決
め
て
、
エ

コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
「
部
屋
を
出
る
時
は
、
明
か
り

を
消
し
た
」
な
ど
、
省
エ
ネ
・
省

資
源
の
成
果
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

で
実
感
で
き
ま
す
。

※
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
エ
コ
タ

ウ
ン
推
進
室
（
市
役
所
４
階
）
及

び
環
境
産
業
課
（
総
合
支
所
仮
庁

舎
）
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
埼

玉
県
温
暖
化
対
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.pref.saitam

a.
lg.jp/page/ecolifeday.htm

l

）

か
ら
も
参
加
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
☎
０
４

８―

８
３
０―

３
０
３
３

　

平
成
25
年
市
議
会
第
４
回
定
例

会
が
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
20
日

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
の
市
長
提
出
議
案
は
、

秋
平
保
育
所
の
民
営
化
及
び
本
泉

保
育
所
の
廃
止
に
伴
う
「
本
庄
市

保
育
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億
９
８

７
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
７
５
億
１
、
２
２
０
万
７
千
円

と
す
る
「
平
成
25
年
度
本
庄
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」

な
ど
22
件
で
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
は
、「
新
聞
へ

の
消
費
税
軽
減
税
率
適
用
を
求
め

る
意
見
書
」
の
１
件
で
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
継
続
審
査
と
さ

れ
て
い
た
平
成
24
年
度
決
算
認
定

関
係
議
案
９
件
を
含
む
計
32
議
案

が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・

認
定
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会



年金手帳は大切に！
　年金について相談する際は、基礎年金番号が必要で
す。年金手帳は大切に保管してください。

★ 市民課☎㉕1114、市民福祉課☎721333、
　熊谷年金事務所☎048―522―5012

お問い合わせ先

©埼玉県２００５
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　＝行事案内　　　＝会員募集募行
みなさんの情報交換の場

★ ３月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。２月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　※締め切りは２月14日㈮必着です。

２歳おめでとう！
詠士の笑顔が大
好きだよこれ
からもいっぱい
遊ぼうね！

生まれて来てく
れてありがとう！
笑顔で元気いっ
ぱいにすくすく
育ってね！だい
すき!!

１歳お誕生日お
めでとうこれ
からもお姉ちゃ
んと仲良く、た
くさん笑顔を見
せてね

１歳の誕生日お
めでとう！元気
な笑顔と笑い声
でみんなを幸せ
にしてくれてあ
りがとう。

　

め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
栄
２
丁
目
の
四
方
田
た
け
さ

ん（
大
正
３
年
１
月
８
日
生
ま
れ
）

に
、吉
田
市
長
か
ら
お
祝
い
の「
寿

状
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

で
ん
ご
ん
広
場
の
掲
載
希
望
や

掲
載
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報
課

（
☎
㉕
１
１
５
５
）
へ

第７回塙保己一賞表彰式

本庄市華道連合会主催　
「第60回　早春の華道展」　
日時　２月21日㈮・22日㈯
　　　午前10時～午後６時
　　　（22日㈯は午後５時まで）
※21日㈮は、ミニいけ花体験コー
ナーがあります。（先着25人）
会場　コミュニティセンター
費用　無料
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ　飯塚☎㉑3414

本庄市文化展実行委員会主催　
「第21回本庄市文化展」作品募集　
申込　３月20日㈭まで　
募集作品　 写真、書、陶芸、手工芸、

華道その他
規格　自由（大きい場合は要相談）
費用　１点850円（中高生500円）
※１人１点。
＊ 文化展は５月30日㈮から６月１
日㈰に開催されます。詳しくは
下記へ

問い合わせ　森田☎080-3209-5545

でんごん広場

行

募

石
いしわた

渡飛
ひ

悠
ゅう

馬
ま

ちゃん〈１歳〉
（児玉町吉田林）

吉
よしざわ

澤　敢
かん

太
た

ちゃん〈１歳〉
（本庄３丁目）

２歳おめでとう!!
いつまでも笑顔
のたえない陽友
でいてネ☺

増
ます

田
だ

　陽
はる

友
と

ちゃん〈２歳〉
（駅南１丁目）

関
せき

根
ね

　朱
あや

萌
め

ちゃん〈１歳〉
（寿３丁目）

３歳のお誕生日
おめでとう！笑
い上戸な陽都♪
みんなを笑顔に
してくれてあり
がとう

下
しもやま

山　陽
はる

都
と

ちゃん〈３歳〉
（前原２丁目）

山
やま

田
だ

　詠
えい

士
じ

ちゃん〈２歳〉
（見福２丁目）

　消費税法の一部改正により、４月１日から消費税率が５％から８％に引き上げられます。
　市では、次に掲げる料金や使用料等について８％の税率を適用します。
　みなさんのご理解をお願いします。

４月１日から水道料金等に消費税率８％を適用します

● 水道料金、下水道使用料及び農業集
落排水処理施設使用料

　４月１日以降の検針分から消費税率
８％の税率を適用します。ただし、３
月31日以前から引き続き使用してい
る場合には経過措置が適用され、毎月
検針は５月検針分から、隔月検針は６
月検針分から８％の税率を適用します。

＊お問い合わせは下記へ
○水道料金…★水道課☎㉒２１５１
○ 下水道使用料・農業集落排水処理施
設使用料…★下水道課☎㉕１１４６

●水道加入金

　４月１日以降の給水装
置の申し込みから、右表
の金額を適用します。

※水道加入金とは、給水
装置を新設・増径すると
きに納付が必要になるも
のです。

＊お問い合わせは下記へ
★水道課☎㉒２１５１

口径 水道加入金（税込み）

13mm 102,800円

20mm 226,200円

25mm 493,700円

40mm 1,512,000円

50mm 2,700,000円

75mm 6,804,000円

100mm以上 随時市長が定める

■水道加入金一覧表（４月１日改定）

　本庄市社会福祉協議会では、地域福祉の推進を目
的とした民間の活動・行動計画を策定します。
　この度、計画（案）がまとまりましたので、この
案に対するみなさんのご意見を次のとおり募集しま
す。
期間　２月６日㈭～３月７日㈮
対象
①市内在住・在勤・在学者
②市内に事務所又は事業所を有する人
③この事案に利害関係を有する人
閲 覧場所　本庄市社会福祉協議会（本所・支所）、
社会福祉課（市役所１階）
※本庄市社会福祉協議会ホームページでもご覧にな
れます。
閲覧時間　各閲覧場所の開庁・開館時間
意 見の提出方法　所定の用紙（各閲覧場所で配付又
は社協ホームページからダウンロード）に必要事
項を記入のうえ、直接又は郵送、ファックス、電
子メール（shakyo@honjo-shakyo.or.jp）で下
記へ
郵送先　〒３６７－０００５
　本庄市久々宇３１８－１　本庄市社会福祉協議会
意見の取り扱い
・住所・氏名等は公表しません。
・意見に対する個別の回答は行いません。
★ 本庄市社会福祉協議会☎㉔２７５５・Ｆ㉑５５１６

「本庄市地域福祉活動計画」（案）について
みなさんのご意見を募集します

　市では、住み慣れた地域の中でお互いに支え合いな
がら、誰もが安心して暮らせる地域づくりのために、
本庄市地域福祉計画の策定を進めています。
　この度、計画（案）がまとまりましたので、この案
に対するみなさんのご意見を次のとおり募集します。
期間　２月６日㈭～３月７日㈮
対象
①市内在住・在勤・在学者
②市内に事務所又は事業所を有する人
③市税の納税義務を有する人
④この事案に利害関係を有する人
閲 覧場所　社会福祉課（市役所１階）、市民福祉課（総
合支所仮庁舎）、中央公民館、図書館（本館・児玉
分館）
※市ホームページでもご覧になれます。
閲覧時間　各閲覧場所の開庁・開館時間
意 見の提出方法　所定の用紙（各閲覧場所で配付又は
市ホームページからダウンロード）に必要事項を記
入のうえ、直接又は郵送、ファックス、電子メール
（fukusi@city.honjo.lg.jp）で下記へ
郵送先　〒３６７－８５０１
　本庄市本庄３－５－３　本庄市役所社会福祉課庶務係
意見の取り扱い
・意見に対する考え方及び修正案は、内容を公表します。
・類似の意見は取りまとめて公表します。
・住所・氏名等は公表しません。
・意見に対する個別の回答は行いません。
★社会福祉課☎㉕１１４２・Ｆ㉓１９６３

「本庄市地域福祉計画」（案）について
みなさんのご意見を募集します

▲四方田　たけ さん
（栄２丁目）

　12月21日、セルディで「第７回塙保己一賞表彰式」が開催さ
れ、以下のみなさんが表彰されました。
【受賞者（敬称略）】
●大賞
　高橋　實（社会福祉法人視覚障害者支援総合センター理事長）
●奨励賞
　金子　遼（滑川走友会）
●貢献賞
　髙木　金次（公益財団法人日本チャリティ協会理事長）
　ＮＰＯ法人国際障害者ピアノフェスティバル委員会



（
広
告
）

（
広
告
）
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難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

（
広
告
）

（
広
告
）

　

市
で
は
、
旧
本
庄
商
業
銀
行
煉

瓦
倉
庫
の
平
成
27
年
度
中
の
活
用

開
始
へ
向
け
て
改
修
設
計
業
務
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
開
催
の
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
旧
本
庄
商
業
銀
行
煉
瓦

倉
庫
の
保
存
・
活
用
を
考
え
る
」

で
の
内
容
や
、
専
門
家
の
助
言
等

を
も
と
に
検
討
を
加
え
た
改
修
工

事
の
基
本
設
計
を
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

閲
覧
開
始
日　

２
月
１
日
㈯

閲 

覧
場
所　

企
画
課
（
市
役
所
３

階
）、
総
務
課
（
総
合
支
所
仮

庁
舎
）、
中
央
公
民
館
、
図
書

館
（
本
館
・
児
玉
分
館
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

閲 

覧
時
間　
各
閲
覧
場
所
の
開
庁・

開
館
時
間

★ 

企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

◎
精
神
保
健
相
談

日 

時　

２
月
24
日
㈪　

午
後
１
時

◎
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日 

時　

２
月
14
日
㈮
、
３
月
14
日

㈮　

午
後
１
時
30
分

＊ 

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
予

約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

家
計
調
査
へ
の
回
答
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

　

家
計
調
査
は
、
国
民
の
家
計
収

支
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
総
務

省
が
埼
玉
県
を
通
じ
て
毎
月
実
施

し
て
い
ま
す
。
統
計
法
で
定
め
ら

れ
た
回
答
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計

調
査
と
し
て
、
無
作
為
に
選
定
さ

れ
た
調
査
世
帯
に
一
定
期
間
家
計

簿
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
世
帯
に
は
、
知
事
が
任
命

し
た
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

★ 

埼
玉
県
統
計
課
☎
０
４
８―

８

３
０―

２
３
１
７

日 

時　

２
月
14
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
40
分
（
午
後
０
時

30
分
受
付
）

会 

場　

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
（
南
浦
和
駅
西
口　

徒
歩
７
分
）

講
演

① 

「
大
地
震
発
生
！
そ
の
時
テ
レ

ビ
は
…
」

講 

師　

谷
原　

和
憲　

氏
（
日
本

テ
レ
ビ
放
送
網
株
式
会
社
報
道

局
マ
ル
チ
ニ
ュ
ー
ス
制
作
部
長
）

②「
今
後
の
埼
玉
県
の
地
震
災
害
」

講 

師　

纐
纈　

一
起　

氏
（
東
京

大
学
地
震
研
究
所
教
授
）

※
そ
の
ほ
か
、
防
災
関
連
企
業
・

団
体
に
よ
る
展
示
、
地
震
に
関
す

る
資
料
の
展
示
・
説
明
、
建
築
職

員
に
よ
る
無
料
耐
震
診
断
等
が
あ

り
ま
す
。

定
員　

１
、６
０
０
人
（
先
着
順
）

　

本
庄
早
稲
田
「
食
の
安
心
＆
安

全
・
い
ち
ば
の
会
」
で
は
、
私
た

ち
が
日
常
よ
く
食
べ
て
い
る
食
品

に
関
す
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

早
稲
田
大
学
に
よ
る
世
界
の
お

米
の
食
べ
比
べ
試
食
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

日 

時　

２
月
18
日
㈫　

午
前
10
時

30
分
〜
正
午

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講
師　

地
元
お
米
生
産
者

定
員　

80
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
講
座
・
試
食
会
後
に
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

申 

込　

２
月
17
日
㈪
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

に
な
ら
な
い
軽
度
又
は
中
等
度
の

難
聴
児
（
18
歳
未
満
）
に
対
し
、

「
お
米
講
座
」
を
開
催

補
聴
器
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対 

象　
（
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す

る
人
）

①
市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
人

② 

聴
覚
に
障
害
が
あ
っ
て
も
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
対
象

に
な
ら
な
い
人

③ 

補
聴
器
を
装
用
す
る
こ
と
で
、

言
語
の
習
得
等
に
一
定
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
医
師
が
判
断

す
る
人

※
た
だ
し
、
世
帯
に
市
民
税
の
所

得
割
額
が
46
万
円
以
上
の
人
が
い

る
場
合
等
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

補 

助
額　

補
聴
器
の
購
入
費
用（
基

準
額
）
の
３
分
の
２
以
内

※
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
手

続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
障
害
福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５

旧
本
庄
商
業
銀
行
煉
瓦
倉
庫

改
修
工
事
の
基
本
設
計
を
公

表
し
ま
す

精
神
保
健
相
談
・
ひ
き
こ
も
り

専
門
相
談
を
実
施
し
ま
す

労
使
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
労
働

委
員
会
が
お
手
伝
い
し
ま
す

　

労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
や
労

働
組
合
と
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
解

決
に
公
平
な
立
場
で
手
伝
い
を
す

る
県
の
機
関
で
す
。
手
続
き
は
簡

単
・
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎

０
４
８―

８
３
０―

６
４
６
５
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
soshiki/w

01/

）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
「
応
援
者
」
と
し
て
、
で
き
る

支
援
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

受
講
修
了
者
に
は
、
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
渡
し
ま
す
。

日 

時　

２
月
24
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場　

本
庄
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

２
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、

高
齢
者
が
で
き
る
応
急
的
な
対
処

方
法
等
を
学
び
ま
す
。

日 

時　
２
月
26
日
㈬　
午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

中
央
公
民
館

講 

師　

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

南
分
署
署
員

救
命
講
習
会
を
開
催

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

費
用　

無
料

＊ 

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
予

約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

公
益
社
団
法
人　

本
庄
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
１
３

５
６

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催

※
当
日
先
着
１
、
０
０
０
人
に
防

災
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★ 

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー
実

行
委
員
会
事
務
局
（
県
危
機
管

理
課
内
）
☎
０
４
８―

８
３
０―

８
１
４
１

《
工
事
監
理
者
を
定
め
ま
し
ょ
う
》

　

近
年
、
施
工
不
良
な
ど
が
原
因

で
生
じ
る
欠
陥
住
宅
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
住
宅
の
工
事
全
体
に

つ
い
て
、
建
築
士
の
資
格
を
持
つ

専
門
家
が
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
工
事
監
理
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

住
ま
い
づ
く
り
で
は
、
建
築
士

の
資
格
を
持
つ
「
工
事
監
理
者
」

を
選
任
す
る
こ
と
が
法
律
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
監
理

者
は
、
建
築
主
の
代
理
人
と
し
て

設
計
図
書
ど
お
り
に
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
欠
陥
工

事
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
の
で
、

建
築
主
は
必
ず
工
事
監
理
者
を
定

め
て
く
だ
さ
い
。

《
完
了
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
》

　

工
事
が
完
了
し
た
と
き
に
は
、

建
築
主
は
建
物
を
使
用
開
始
す
る

前
に
完
了
検
査
の
申
請
を
す
る
こ

と
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
検
査
は
、
建
築
確
認

申
請
に
基
づ
き
正
し
く
工
事
が
完

了
し
、
安
全
な
建
物
で
あ
る
か
の

確
認
を
行
う
大
事
な
検
査
で
す
の

で
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
検
査
員
が
建
物
を
検
査
し
、

建
築
主
の
み
な
さ
ん
へ

建
築
基
準
法
に
適
合
し
て
い
れ
ば

「
検
査
済
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

★ 

建
築
開
発
課
☎
㉕
１
１
４
０
、

熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
本
庄

駐
在
（
本
庄
県
土
整
備
事
務
所

内
）
☎
㉑
３
１
４
５

　

市
で
は
、
幅
員
が
４
ｍ
未
満
の

狭
い
道
路
を
解
消
す
る
た
め
、「
本

庄
市
道
路
後
退
用
地
等
寄
附
採
納

に
伴
う
分
筆
費
用
の
補
助
金
交
付

要
綱
」
及
び
「
本
庄
市
道
路
後
退

用
地
整
備
要
綱
」
を
制
定
し
、
道

路
中
心
線
よ
り
２
ｍ
の
道
路
後
退

部
分
に
つ
い
て
寄
附
又
は
無
償
使

用
の
承
諾
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
・
無
償
使
用
の
承
諾
を
い

た
だ
い
た
道
路
後
退
用
地
に
つ
い

て
は
、
市
で
維
持
・
管
理
を
行
い

ま
す
。

　

寄
附
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、

申
出
者
が
事
前
に
分
筆
登
記
の
手

続
き
を
行
い
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
こ
と
に
よ
り
、
分
筆
費
用
に

つ
い
て
補
助
金
（
上
限
15
万
円
）

を
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、無
償
使
用
の
場
合
は「
後

退
用
地
の
無
償
使
用
承
諾
書
」
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

建
設
課
☎
㉕
１
１
３
５
、
建
築

開
発
課
☎
㉕
１
１
４
０

道
路
後
退
用
地
の
ご
案
内

催　

し

お
知
ら
せ



（
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告
）
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ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
は
、
心
の
病
に
か
か
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
心
の
健
康
の
一
次

予
防
と
し
て
、
ス
ト
レ
ス
対
処
法

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日 

時　
２
月
23
日
㈰　
午
後
２
時
〜

４
時

会
場　

市
民
文
化
会
館

講 

師　

名
越　

康
文　

氏
（
精
神

科
医
）

定
員　

５
０
０
人
（
先
着
順
）

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★ 

埼
玉
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８―

７
２
３―

１
１
１

１
、
市
障
害
福
祉
課
☎
㉕
１
１

２
５

　

身
体
の
健
康
、
老
化
防
止
、
生

き
が
い
に
深
く
関
わ
る
口
の
手
入

れ
方
法
や
歯
つ
ら
つ
体
操
を
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日 

時　
３
月
28
日
㈮　
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

会
場　

本
庄
東
公
民
館

講 

師　

田
中　

睦
美　

氏
（
歯
科

衛
生
士
）

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

申 

込　

２
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

安
誠
園
☎
㉒
６
２
６
２
、
介
護

い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２
７

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
皮
製
の
ボ
ー
ル

を
転
が
し
て
点
数
を
競
う
ス
ポ
ー

ツ
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目

で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」

　

視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
大
切
な

情
報
源
で
あ
る
点
字
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
11
日
㈫
・
12
日
㈬

　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

中
央
公
民
館

講 
師　

本
庄
点
訳
友
の
会
の
み
な

さ
ん

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

２
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

　

国
道
17
号
本
庄
道
路
は
、
現
在

の
国
道
17
号
の
渋
滞
解
消
や
交
通

事
故
の
減
少
、
緊
急
輸
送
路
の
確

保
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
た
め

計
画
さ
れ
て
い
る
バ
イ
パ
ス
道
路

で
す
。
昨
年
11
月
23
日
に
行
わ
れ

た
起
工
式
の
様
子
や
、
本
庄
道
路

の
起
工
に
至
る
ま
で
の
歴
史
な
ど

を
パ
ネ
ル
等
で
紹
介
し
ま
す
。

日 

程　

２
月
25
日
㈫
〜
３
月
５
日

㈬
（
土
・
日
を
除
く
）

会
場　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

★ 

都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

　

車
い
す
で
電
車
に
乗
っ
て
出
か

け
ま
す
。
訪
れ
た
ま
ち
を
車
い
す

で
探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
集
合
場
所

① 

３
月
27
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

中
央
公
民
館

② 

３
月
28
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午

後
３
時　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
本
庄
駅
内
）

③ 

３
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正

午　

中
央
公
民
館

対 

象　

小
学
校
４
年
生
〜
中
学
３

年
生

定
員　

20
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
用　

交
通
費
等

申 

込　

２
月
12
日
㈬
か
ら
28
日
㈮

ま
で
に
、
電
話
又
は
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
学
校
・

学
年
、
保
護
者
氏
名
、
電
話
番

号
、
緊
急
連
絡
先
を
記
入
の
う

え
、
左
記
へ
郵
送
（
当
日
消
印

有
効
）

応
募
先　

　

〒
３
６
７―

０
０
０
５

　

本
庄
市
久
々
宇
３
１
８―

１

　

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
本
庄
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

本
庄
市
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
等
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
幹
部
候
補
生
】

応
募
資
格　
（
４
月
１
日
現
在
）　

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ 

心
の
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
IN
本
庄「
心

が
フ
ッ
と
軽
く
な
る
コ
ツ
」
を

開
催

福
祉
教
育
ス
ポ
ー
ツ
教
室「
ボ
ッ

チ
ャ
体
験
」
を
開
催

「
楽
し
く
学
ぼ
う
！
点
字
体

験
講
座
」
を
開
催

介
護
予
防
教
室
「
お
口
元
気
に

歯
つ
ら
つ
体
操
」
を
開
催

春
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
「
車
い
す
探
検
隊
」
の
参
加

者
を
募
集

　

審
議
会
で
は
、
市
の
都
市
計
画

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

応 

募
資
格　

２
月
１
日
現
在
、
20

歳
以
上
の
市
内
在
住
者

募
集
人
員　

３
人

任 

期　

４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

応 

募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
応
募
理
由

と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と

め
て
、
応
募
先
ま
で
持
参
又
は

郵
送

※
応
募
用
紙
は
都
市
計
画
課
（
市

役
所
２
階
）
で
配
布
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

応
募
先

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
都
市
計
画
課

応
募
締
切　

２
月
28
日
㈮（
必
着
）

選
考
方
法　

書
類
選
考

※
結
果
は
応
募
者
宛
て
に
通
知
し

ま
す
。

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

自
衛
官（
幹
部
候
補
生・
予
備

自
衛
官
補
）
を
募
集

親
子
名
作
映
画
劇
場
「
モ
ン

ス
タ
ー
ズ・ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

を
開
催

　

本
庄
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

で
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

た
青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
い
、

「
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
」
を
上
映
し
ま
す
。

　

親
子
だ
け
で
な
く
、
み
な
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
セ
ル
デ
ィ
会
場

日
時　

２
月
22
日
㈯　

午
前
10
時

◎
市
民
文
化
会
館
会
場

日
時　

２
月
22
日
㈯　

午
後
２
時

入
場
料　

無
料

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８

成
年
後
見
制
度
講
演
会
を
開
催

　

認
知
症
や
精
神
障
害
等
で
判
断

能
力
が
不
十
分
な
人
の
権
利
を
守

る
制
度
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

「
成
年
後
見
制
度
」
に
関
す
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
４
日
㈫　

午
後
２
時

会
場　

セ
ル
デ
ィ

講 

師　

畠
中　

正
夫　

氏
（
社
会

福
祉
士
）

費
用　

無
料

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　
３
月
８
日
㈯　
午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

中
央
公
民
館

定 

員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

※
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

２
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

「
認
知
症
講
演
会
」
を
開
催

　

認
知
症
の
人
と
の
接
し
方
に
悩

む
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
認

知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

３
月
20
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場　

中
央
公
民
館

内 

容　

認
知
症
に
つ
い
て
〜
正
し

い
知
識
、
接
し
方
〜

講 

師　

西
村　

美
智
代　

氏
（
社

会
福
祉
法
人
「
サ
ン
」
理
事
長
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

２
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

国
道
17
号
本
庄
道
路
展
を
開
催

▲建設中の国道17号本庄道路の様子

本
庄
市
都
市
計
画
審
議
会
委

員
を
募
集

① 

大
卒
及
び
大
卒
見
込
み
の
22
歳

以
上
26
歳
未
満
の
日
本
国
籍
の

人
② 

大
学
院
で
学
位
を
取
得
し
た
人

又
は
取
得
見
込
み
の
28
歳
未
満

の
日
本
国
籍
の
人

受
付
期
間　

４
月
25
日
㈮
ま
で

第
１
次
試
験
日　

５
月
10
日
㈯

※
パ
イ
ロ
ッ
ト
希
望
者
は
、
11
日

㈰
に
筆
記
式
操
縦
適
正
検
査
を
行

い
ま
す
。

【
予
備
自
衛
官
補
】

応
募
資
格　
（
４
月
１
日
現
在
）

・ 

一
般　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

人
・ 

技
能　

18
歳
以
上
で
、
保
有
す

る
技
能
に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満

の
人

応
募
期
間　

４
月
２
日
㈬
ま
で

試 

験
日　

４
月
11
日
㈮
か
ら
15
日

㈫
の
１
日

※
説
明
会
等
は
、
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

＊ 

資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８―

５

２
２―

４
８
５
５

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付 ［納期限：２月28日㈮］
・固定資産税　　４期　　・国民健康保険税　８期
・下水道負担金　４期　　・介護保険料　　　８期
・後期高齢者医療保険料　８期

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　２月５日㈬・３月５日㈬　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所仮庁舎　市民福祉課税務係☎72１３３３
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を、
総合支所仮庁舎へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

３日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪・３月３日㈪・10日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

３日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪・３月３日㈪・10日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

14日㈮～17日㈪

募　

集
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日
時　

２
月
22
日
㈯（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

市
役
所
前
庭
駐
車
場

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

◆
３
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

※
た
だ
し
、
21
日
㈷
は
開
放
を
お

休
み
し
ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座

日 

時　

２
月
９
日
か
ら
３
月
９
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日　

全
５
回

午
前
10
時
〜
正
午

会 

場　

中
央
公
民
館
（
３
月
２
日

㈰
の
み
市
民
文
化
会
館
）

講 

師　

日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん

費
用　

無
料

申 

込　

事
前
連
絡
の
う
え
、
当
日

直
接
公
民
館
へ

《
日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
》

　

毎
週
日
曜
日
（
午
前
中
）
に
、

中
央
公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
日

本
語
教
室
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
が

話
せ
れ
ば
、
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
、
電
話

又
は
直
接
中
央
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
72
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会
（
江
戸
千
家
）

　

お
茶
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
１

月
と
８
月
は
お
休
み
で
す
。）

日
時　
２
月
９
日
㈰　
午
後
１
時
〜

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

◆
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
教
室

日
時　

２
月
25
日
㈫
・
３
月
11
日

㈫　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
正

午
講
師　

竹
内　
小
百
合　
先
生（
ク

ラ
フ
ト
バ
ン
ド
エ
コ
ロ
ジ
ー
協

会
認
定
講
師
）

内
容　

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
（
紙
で

で
き
た
丈
夫
な
バ
ン
ド
）
で
、

カ
バ
ン
を
編
む

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、２
０
０
円
（
材
料
代
）

用
意　

は
さ
み
、
洗
濯
ば
さ
み
10

個
、
30
㎝
定
規
、
鉛
筆
、
消
し

ゴ
ム

申
込　

２
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

日
時　

３
月
17
日
㈪
・
24
日
㈪　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

佐
藤　

泰
子　

先
生

内
容　

せ
っ
け
ん
を
ナ
イ
フ
で
彫

刻
し
、
１
回
目
は
デ
イ
ジ
ー
、

２
回
目
は
小
花
の
ア
レ
ン
ジ
を

製
作

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込　

３
月
３
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習

会
（
夜
の
ク
ラ
ス
）

日
時　

２
月
24
日
か
ら
３
月
24
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　

全
５
回

午
後
６
時
〜
９
時

講
師　

南　

徳
美　

先
生

内
容　

ワ
ー
ド
の
応
用
的
な
操
作

や
文
章
作
成
・
編
集

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
０
０
０
円

申
込　

２
月
７
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
エ
ク
セ
ル
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

習
会
（
夜
の
ク
ラ
ス
）

日
時　

２
月
26
日
か
ら
３
月
26
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
５
回

午
後
６
時
〜
９
時

講
師　

南　

徳
美　

先
生

内
容　

エ
ク
セ
ル
の
応
用
的
な
操

作
や
関
数

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
０
０
０
円

申
込　

２
月
７
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

第
25
期
青
少
年
相
談
員
を
募
集

　

青
少
年
相
談
員
は
、 

地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
相
談
・
話
し
相
手
と

な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
助
け
る
た
め
に
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
悩
み
を
解
決
す

る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
ゲ
ー
ム

や
ス
ポ
ー
ツ
、
野
外
活
動
を
通
じ

た
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
、
地
域
の

青
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
積
極
的
な

社
会
参
加
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

任 

期　

４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

応 

募
資
格
（
①
②
全
て
に
該
当
す

る
人
）

① 

４
月
１
日
現
在
、
満
18
歳
以
上

36
歳
以
下
の
人

② 

原
則
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
（
高
校
生
を
除
く
）
で
、
活

動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８

受
付
・
出
発　

午
前
10
時

コ 

ー
ス　

市
役
所
駐
車
場
か
ら
上

毛
三
山
を
眺
め
、
坂
東
大
橋
を

渡
り
上
仁
手
ま
で
歩
く

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

30
人
程
度

参
加
費　

無
料

用
意　

雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物
等

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
集
合
場
所
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

＊ 
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庄
歩
こ

う
会
・
井
上
（
☎
㉑
０
７
７
８
）

へ

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催
「
市
民
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
」
を
開
催

日 

時　

３
月
１
日
か
ら
27
日
ま
で

の
毎
週
木
・
土
曜
日　

全
８
回

　

午
後
７
時
〜
８
時

会
場　

武
道
館

講 

師　

少
林
寺
拳
法
本
庄
支
部
公

認
指
導
者

対
象　

初
心
者

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

運
動
す
る
服
装

申 

込　

２
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

少
林
寺
拳
法
教
室
」
を
開
催

日
時　

３
月
９
日
㈰

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ス
キ
ー
大
会
」
を
開
催

会 

場　

ア
サ
マ
２
０
０
０
ス
キ
ー

場
種
目　

回
転
・
大
回
転
競
技

　

 

小
学
生
低
学
年
・
小
学
生
高
学

年
・
中
学
生
・
高
校
生
・
青
年
・

30
歳
代
、
40
歳
代
、
50
歳
代
・

60
歳
代
の
部
（
各
男
女
別
）

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

参
加
費

　

一
般　
　
　
　

３
、
０
０
０
円

　

中
学
生
以
下　
　
　
　
　

無
料

申 

込　

３
月
１
日
㈯
ま
で
に
左
記

へ
★ 

市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
・
武
井

（
武
井
酒
店
）
☎
㉔
１
２
３
８

日 

時　

３
月
２
日
㈰　

午
前
10
時

受
付

会
場　

児
玉
ス
カ
イ
ボ
ー
ル

競 
技
方
法　
個
人
戦
４
ゲ
ー
ム
ト
ー

タ
ル（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
制
）

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
及
び
連
盟
会
員

参
加
費

　

一
般　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

１
、
５
０
０
円

申 

込　

２
月
22
日
㈯
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★ 

児
玉
ス
カ
イ
ボ
ー
ル
☎
72
５
６

５
６

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催クラフトバンドで

作ったカバン

小花のアレンジ
（２回目）

デイジー
（１回目）

中央公民館クラブ活動発表会本庄市生涯学習
推進大会 ★中央公民館☎㉒２７９８

日時 発表内容

３月１日㈯
午前９時～午後４時

☆作品展示（２日㈰まで）
　 書道、俳句、手作り絵本、切り絵、パソ
コン愛好会の作品等

３月２日㈰
午前９時～

午後３時30分

☆セレモニー（午前９時30分～）
☆ステージ発表（午前10時～）
　 民踊、童謡、吹奏楽、二胡、社交ダンス、
合唱、土笛、ハーモニカ

生涯学習講座 国際交流コンサート

【アフリカダンス＆
パフォーマンス ハクナターブ】

伝統舞踊と音楽ユニットによる迫力あ
るダンスと音楽で、アフリカの元気を
お届けします。観覧は無料ですので、
みなさんぜひご来場ください。
日時　３月２日㈰　午後１時30分～
　　　　　　　　　（午後１時開場）

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

日
時　

２
月
25
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

松
本　

重
子　

先
生

内
容　

本
場
韓
国
直
伝
の
キ
ム
チ

の
素
を
手
作
り
し
て
、
お
い
し

い
キ
ム
チ
を
作
る

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具

申
込　

２
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
公
民
館 
☎
㉔
７
３
８
３

◆
歴
史
講
座
「
本
庄
市
の
歴
史
と

文
化
財
」

　

本
庄
市
の
歴
史
や
身
近
な
文
化

財
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
26
日
㈬
〜
28
日
㈮　

全
３
回　

午
後
６
時
30
分
〜
８

時
内
容

①
「
ガ
ラ
ス
小
玉
鋳
型
を
出
土
し

た
薬
師
堂
東
遺
跡
に
つ
い
て
」

②
「
金
鑚
神
社
の
話
」
九
郷
用
水

と
金
鑚
神
社
伝
説

③
「
続
・
本
庄
市
の
偉
人
」

講
師　

市
文
化
財
保
護
課
職
員

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

２
月
６
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

ガラス小玉鋳型
（完形品）

ス
ポ
ー
ツ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

公
民
館

※実際の編成と異なる場合が
あります。
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仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
教
室

日
時　

３
月
６
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

早
野　

啓
子　

先
生
（
ふ

る
さ
と
の
味
伝
承
士
）

内
容　

お
い
し
い
手
打
ち
う
ど
ん

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

★
本
館

日
時　
２
月
８
日
㈯（
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
）、
22
日
㈯
（
午
後

２
時
〜
２
時
30
分
）

日
時　
２
月
15
日
㈯　
午
後
２
時
〜

内
容　
「
西
遊
記
」
ほ
か

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

日
時　

２
月
６
日
㈭
・
３
月
６
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

春
夏
秋
冬　

江
戸
っ
子
の
知
恵

 

竹
内 

誠 

著

世
界
泥
棒 

桜
井 

晴
也 

著

カ
リ
ン
の
チ
カ
ラ

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版 

編

海
賊
旗
を
掲
げ
て―

黄
金
期
海
賊

の
歴
史
と
遺
産

 

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ク
ー
ン 

著

花
咲
小
路
一
丁
目
の
刑
事

 

小
路 

幸
也 

著

世
界
遺
産
を
も
っ
と
楽
し
む
た
め

の
西
洋
建
築
入
門

 

鈴
木 

博
之 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

ぼ
く
の
ふ
と
ん

 

鈴
木 

の
り
た
け 

著

の
り
が
で
き
る
ま
で

 

伏
屋 

満 

監
修

な
い
た
あ
か
お
に

 

浜
田 

廣
介 

作

生
物
と
コ
ラ
ボ
す
る

 

工
藤 

律
子 

著

ぼ
く
、
ひ
と
り
で
い
け
る
よ

 

リ
リ
ア
ン
＝
ム
ー
ア 

作

絵
を
か
こ
う
！
①

 

た
か
や
ま 

ふ
ゆ
こ 

著

★
今
月
の
一
般
図
書

忘
れ
村
の
イ
ェ
ン
と
深
海
の
犬

 
冴
崎 

伸 

著

お
じ
さ
ん
追
跡
日
記

 

な
か
む
ら 

る
み 
絵
・
文

影
を
買
う
店 

皆
川 

博
子 
著

さ
ら
ば
ス
ペ
イ
ン
の
日
日

 

逢
坂 

剛 

著

会
え
て
よ
か
っ
た

 

安
野 

光
雅 

著

ノ
ボ
さ
ん 

伊
集
院 

静 

著

読
書
脳 

立
花 

隆 

著

櫛
挽
道
守 

木
内 

昇 

著

地
上
最
後
の
刑
事

 

ベ
ン
・
Ｈ
．
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス 

著

群
馬
の
逆
襲
３ 

木
部 

克
彦 

著

妻
が
椎
茸
だ
っ
た
こ
ろ

 

中
島 

京
子 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

花
曜
日 

安
江 

生
代 

作

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ル
か
ほ
ち
ゃ
ん

 

あ
さ
の 

あ
つ
こ 

作

ハ
ー
ブ
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

 

あ
ん
び
る 

や
す
こ 

作
・
絵

た
っ
た
ひ
と
り
の
と
も
だ
ち

 

原
田 

え
い
せ
い 

作

だ
れ
も
し
ら
な
い
ヒ
ー
ロ
ー

 

き
む
ら 

ゆ
う
い
ち 

作

き
っ
と
き
み
に
届
く
と
信
じ
て

 

吉
富 

多
美 

作

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

◆
パ
ド
ル
体
操
教
室

日
時　

３
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日（
21
日
㈮
を
除
く
）

全
３
回　

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

田
子　

幸
子　

先
生
（
パ

ド
ル
ジ
ャ
ー
ク
体
操
協
会
指
導

士
）

内
容　

し
ゃ
も
じ
型
の
パ
ド
ル
を

使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
肩

こ
り
、
腰
痛
、
膝
痛
予
防
に
役

立
つ
体
操
を
紹
介

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

な
ど
を
作
り
、
試
食
す
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

２
月
20
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ開館時間／午前９時30分～午後６時15分

休館日／毎週月曜日
　　　　11日㈷（祝日休館日）
　　　　28日㈮（館内整理日）
臨時休館日／左記参照
 　　　　ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

ち
い
さ
い
こ
の
お
は
な
し
会

（
児
玉
分
館
）

日
時　

２
月
12
日
㈬
・
３
月
12
日

㈬　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

◆
さ
く
ら
の
一
本
仕
立
て
盆
栽
教

室日
時　

２
月
21
日
㈮　

午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

講
師　

岩
崎　

栄
司　

先
生

内
容　

自
分
が
育
て
た
一
本
仕
立

て
の
盆
栽
で
さ
く
ら
の
花
見
を

楽
し
む
植
え
付
け
を
学
ぶ

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
３
０
０
円

用
意　

軍
手
又
は
ゴ
ム
手
袋
、
持

ち
帰
り
用
段
ボ
ー
ル
箱

申
込　

２
月
８
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

◆
太
極
拳
初
心
者
体
験
教
室

日
時　

２
月
20
日
か
ら
３
月
６
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

渡
辺　

竹　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

用
意　

底
が
柔
ら
か
い
靴（
ス
ニ
ー

カ
ー
は
不
可
）、
運
動
す
る
服

装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
込　

２
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
飾
り
巻
き
寿
司
作
り
教
室

日
時　

２
月
28
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　

お
ひ
な
様
、
桃
の
花
、
バ

ラ
の
花
の
太
巻
き
寿
司
を
作
る

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
三
角
巾
、
持
ち
帰
り
容

器
申
込　

２
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

公民館クラブ活動発表会
◆旭公民館　☎㉒５９４０
日時　２月８日㈯・９日㈰　午前９時～午後４時（９日㈰は午後３時まで）
展 示　パッチワーク・キルト、絵手紙、布あそび、くらしの書道、ソーイング、健康ヨガ、華道、
水彩画
実 演　２月８日㈯　茶道（午前９時～正午）、ちびっこ英語（午前11時30分～正午）、ハーモ
ニカ（午後２時～３時）
　２月９日㈰　カラオケ（午前10時30分～午後１時30分、太極拳（午前11時～11時30分）

◆仁手公民館　☎㉒３５３８
展示　２月15日㈯・16日㈰　午前９時～午後４時（16日㈰は午後３時まで）
内 容　編み物、俳画、絵手紙、写真、ちぎり絵、手芸、トールペイント、フラワーアレンジメント、
スイーツアクセサリー、ひょうたんアート、生け花、パッチワーク、書き初めなど
※仁手小学校の児童の作品もあります。
実演　２月15日㈯　午前10時～正午　グランドゴルフ、カラオケ（午後１時～）
　 ２月16日㈰　３Ｂ体操（午前11時～）、フラダンス（午前11時30分～）、大正琴（午後１
時～）
※16日㈰午後２時から３時まで歌声喫茶を開催します。みなさん奮ってご参加ください。また、
楽しい抽選会もあります。

◆本庄公民館　☎㉔７３８３
実 演　２月23日㈰　午前10時～午後２時　筝曲、大正琴、ダンス、カラオケ、歌声、太極拳、
有酸素運動、健康体操、吹奏楽など

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
込　

２
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
切
り
絵
教
室

日
時　

３
月
10
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

福
田　

守
男　

先
生
（
切

り
絵
作
家
）

内
容　

初
心
者
で
も
で
き
る
よ
う

丁
寧
に
指
導
し
、
す
て
き
な
切

り
絵
を
作
製

※
用
具
は
全
て
用
意
し
ま
す
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
０
０
円

申
込　

２
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
か
ん
た
ん
ピ
ザ
作
り
教
室

日
時　

３
月
18
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

中
央
公
民
館
職
員

内
容　

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
お

い
し
い
ピ
ザ
を
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

２
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

白
い
街　

あ
っ
た
か
い
雪

 

鎌
田 

實 

文

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

対
象　

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ

ら
べ
う
た
、
手
遊
び
な
ど

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内
容　
「
冬
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

お
は
な
し

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル
本

庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　
２
月
８
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
心
温
ま
る
お
は
な
し
」

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
の
た
め
、

本
館　

２
月
24
日
㈪
〜
３
月
３
日

㈪
児
玉
分
館　

３
月
３
日
㈪
〜
10
日

㈪
は
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
蔵
書
点
検
と
は
■

　

図
書
館
内
の
全
て
の
図
書
、
雑

誌
、視
聴
覚
資
料
等
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
入
力
し
、
所
在
を
確
認
し
、

点
検
整
理
し
て
、
み
な
さ
ん
に
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
す
る
大
切
な
作
業
で
す
。

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

◆
手
作
り
味み

そ噌
と
米
麹こ

う
じ

作
り
教
室

日
時　
２
月
19
日
㈬（
午
後
１
時
〜

４
時
）・
21
日
㈮（
午
前
９
時
〜

11
時
）
全
２
回

講
師　

藤
田
味
噌
作
り
会
の
み
な

さ
ん

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

◆
和
紙
の
壁
掛
け
作
り
教
室

日
時　

２
月
22
日
㈯
・
３
月
１
日

㈯　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

講
師　

岩
片　

千
恵
子　

先
生

内
容　
和
紙
を
使
っ
て
立
体
の
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
花
を
作
り
壁
掛
け
を

作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

８
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
鉛
筆
、
手
拭
き

用
タ
オ
ル

申
込　

２
月
８
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

内
容　

地
場
産
の
大
豆
と
米
を
使

い
発
酵
か
ら
仕
込
み
ま
で
添
加

物
を
一
切
使
用
し
な
い
お
い
し

い
味
噌
と
米
麹
を
作
る
（
味
噌

５
㎏
・
米
麹
２
０
０
ｇ
）

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
漬

物
樽
（
10
ℓ
）

申
込　

２
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ



環境推進課☎㉕1172
環境産業課☎721334

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

�交
通
安
全
�
�
�
�
�

平成26年2月1日号

自転車の交通ルール ・ その１

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

○「つどいの広場」 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　児童センターでは、乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（休日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集団指導室
　※児玉会場は開催曜日が変更になることがありますので、前原児童センターへお問い合わせください。
　また、下表の日程で、親子でふれあうあそびの講座なども行います。

（２月～３月上旬）

・事前の申し込みは不要です
・ 児玉保健センターのお問い合
わせは前原児童センターへ

○子育てサロン（子育て支援講座「ゆうゆう」） 協力：子育て応援団「本庄びすけっと」

※児玉つどいの広場の駐車場は、「児玉中学校南側駐車場」をご利用ください。

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

～混ぜればごみ、分ければ資源～
　ごみの減量や資源の有効利用を推進するために、
缶・びん・ペットボトルは、面倒でも資源ごみとし
て排出してください!!
　また、４月から使用済小型電子機器のリサイクル
を実施します。回収ボックスを設置しますので、ご協力をお願いします。
（詳しくは３月１日号でお知らせします。）

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

日　程
前原つどいの広場

「前原ルンルンタイム」
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ニコニコタイム」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「児玉ワクワクタイム」
午前10時～11時

２月５日㈬ 新聞紙あそび おひなさまをつくろう 警察官の話（パトカーが来ます）10時30分～

２月12日㈬ くるくるたこあそび うたのミニミニこんさーと 誕生会と大型絵本

２月19日㈬ 親子体操（講師：立石明子先生）
（２歳以上、先着15組） 誕生会とパネルシアター おひなさまをつくろう

２月26日㈬ ２・３月生まれの誕生会「うたのミニミニこんさーと」 音楽劇（本庄びすけっと） 折り紙あそび
３月５日㈬ 音楽劇（本庄びすけっと） ママサロン（本庄子育てネット） 王冠をつくろう

2021

日　程 時　間 内　容 会　場
２月７日㈮ 午前10時～ 11時 わらべうたあそび 前原児童センター
２月17日㈪ 午前10時30分～ 11時30分 話して広げようママ友の輪 日の出児童センター
３月７日㈮ 午前10時～ 11時 話して広げようママ友の輪 前原児童センター

１ ．自転車は、車道と歩道の区分がある道路では、車道の左側を通
行しなければなりません。
　（罰則：３か月以下の懲役又は５万円以下の罰金等）
　 ※①標識の指定がある場合、②高齢者や小学生以下等、③自転車通行
の安全を確保するためにやむを得ないと認められたときは、歩道の通
行が認められています。

２．酒気を帯びて自転車を運転してはいけません
　（罰則：５年以下の懲役又は100万円以下の罰金）

○ママサロン 協力：本庄子育てネット
日　程 時間 会　場

２月４日・18日・25日・３月４日・11日
の火曜日 午前10時30分～11時30分 子育て支援センター（いずみ保育所内）

☎㉒４８９１

日　　程 時　　間 回収場所等 問合わせ先
３月２日㈰ 午前９～11時 児玉中学校南側駐車場 ハートtoハート ☎㉒９３００

（佐久間さんち）２月16日㈰ 午前９～11時、午後１～３時 市役所
２月８日㈯ 午前９～11時 本庄南公民館 佐久間さんち ☎㉒９３００

２月19日㈬ 随時受付 就労継続支援Ｂ型事業所
｢佐久間さんち｣（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

～お気軽にお越しください！～

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
２
月
〜
３
月
）

行 政 ２月20日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０法 律

２月５日㈬・12日㈬・26日㈬　午後１時～４時
◎３月の相談日
　　　　　３月５日㈬・12日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　３月19日㈬・26日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 ２月19日㈬　午後１時～４時　
定員＝６人（先着順）

不 動 産 ２月14日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 ２月13日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ２月10日㈪・３月11日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
２月12日㈬　午後１時～４時　 セルディ１階 小会議室

市民活動推進課 ☎㉕１１１８
２月25日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

２月３日㈪・17日㈪・３月３日㈪　午後１時～４時 セルディ１階 小会議室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み ２月14日㈮・28日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週第１・３・４水曜日　午前９時30分～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談センター職員 熊谷地方庁舎

※前日までの予約制
県民相談総合センター

☎048－830－7830
法 律 毎月第１・３・４水曜日

午後１時～４時　相談員＝弁護士

自転車は車両の一種
だよ！でも自転車を
押して歩いている人
は歩行者になるよ。

※各種相談は予約制
※３月の相談予約は、２月20日㈭から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）

　各種相談日
●法律相談
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
・司法書士　 〃 第３・４水曜日　
　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）

●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

●行政相談 毎月第３木曜日
●不動産相談  〃 第２金曜日
●年金相談  〃 第２木曜日
●税務相談  〃 第２火曜日

不燃ごみの中に混在した資源ごみ



※駐車場は、総合支所仮庁舎駐車場の西
にある児玉保健センター来客用駐車場
をご利用ください。

総合支所（建替え中）

総合支所仮庁舎

平成26年2月1日号 2223

　

が
ん
は
、
日
本
に
お
い
て
昭
和

56
年
か
ら
死
因
の
第
１
位
と
な
り
、

現
在
で
は
、
年
間
30
万
人
以
上
の

国
民
が
亡
く
な
る
病
気
で
す
。
こ

れ
は
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
で
が
ん
に
か
か
る
可

能
性
は
、
男
性
で
は
２
人
に
１
人
、

女
性
で
は
３
人
に
１
人
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
種
類
を
見
る
と
、
罹り

患か
ん

率
で
は
今
も
昔
も
胃
が
ん
が
１
位

で
す
が
、
そ
の
死
亡
率
は
１
９
６

０
年
頃
か
ら
は
っ
き
り
と
低
下
し

て
い
ま
す
。
全
が
ん
種
に
占
め
る

　

胃
が
ん
は
、
胃
炎
や
萎
縮
を
起

こ
し
て
い
る
胃
の
粘
膜
か
ら
発
生

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
胃

の
粘
膜
に
萎
縮
が
起
こ
る
と
、「
萎

縮
性
胃
炎
」
の
状
態
に
な
り
、
そ

の
後
腸
粘
膜
に
置
き
換
わ
る
「
腸

上
皮
化
生
」
が
発
生
し
、
胃
が
ん

へ
と
進
行
し
て
い
く
流
れ
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
こ
の
変
化
に

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
と
い

　

市
で
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
予

防
と
風
し
ん
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
緊
急
対
策
と
し
て
、
大
人
の
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
費
用
を
一
部
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
、
３
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
お
早
め
に
医
療

機
関
（
市
内
・
市
外
は
問
い
ま
せ
ん
）
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対 

象　

接
種
時
に
市
内
在
住
で
、
次
の
①

②
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

① 

妊
娠
を
予
定
又
は
希
望
し
て
い
る
19
歳

か
ら
49
歳
の
女
性

② 

妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫（
児
の
父
親
）

又
は
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
の
夫

で
19
歳
以
上
の
男
性

※
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
、

風
し
ん
の
予
防
接
種
（
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
又
は
麻
し
ん
風
し
ん
お
た
ふ

く
か
ぜ
混
合
を
含
む
）
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

※
妊
娠
し
て
い
る
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
接
種
後
２
か
月
間
の
妊
娠
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

使 

用
ワ
ク
チ
ン　
「
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク

チ
ン
」
又
は
「
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
」

対 

象
と
な
る
接
種
期
間　

平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種

一
部
費
用
助
成
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

う
細
菌
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し

た
状
態
が
続
く
と
、
長
期
に
わ
た

り
胃
粘
膜
に
炎
症
が
起
こ
り
、
こ

れ
が
加
齢
と
と
も
に
萎
縮
性
胃
炎
、

腸
上
皮
化
生
を
も
た
ら
す
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・

ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
す
る
と
、
萎
縮

や
胃
炎
が
改
善
し
、
そ
の
結
果
、

胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
の
ほ
か

胃
が
ん
の
発
生
を
抑
え
ら
れ
る
こ

と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
人
と
„
が
ん
“

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談

２月27日㈭・３月13日㈭
午前９時30分～ 11時
※３月13日㈭は、児玉保健
センターで実施。

定員あり。
各実施月の１日から本庄
市保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）母乳相談 母乳に関する相談 ２月27日㈭

午前９時30分～ 11時
お
や
親
タ
マ
ゴ

はじめて生活
withベビー

母乳について、お風呂の入れ
方の実習など

２月15日㈯
午前９時30分～正午

定員あり（随時受付）
プレママ’ｓ
キッチン 栄養士の講話、調理実習 ３月20日㈭

午前９時30分～正午

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

助
成
金
額
（
い
ず
れ
か
１
回
の
み
）

・
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン３

、
０
０
０
円

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

５
、
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
全
額
助
成
し

ま
す
。

※
接
種
費
用
は
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

申 

請
方
法　

医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
、
接
種
費
用
を
支
払
っ
た
後
に
、
本

庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
次
の
も
の
を
持

参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後

日
、
指
定
口
座
へ
助
成
金
額
を
振
り
込

み
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

　

 

接
種
済
証
、
領
収
書
、
本
人
名
義
の
通

帳
、
印
鑑
、
児
の
母
子
手
帳
（
妊
娠
し

て
い
る
女
性
の
夫
の
み
）、生
活
保
護
受

給
者
証
（
生
活
保
護
世
帯
の
人
の
み
）

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
必
要
書
類

や
郵
送
先
は
、
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
３
月
31
日

消
印
有
効
）

　

近
年
、
日
本
で
は
胃
が
ん
の
罹

患
率
が
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ

る
の
に
対
し
、
死
亡
率
は
急
激
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
検

診
な
ど
の
普
及
に
よ
る
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
効
果
で
あ
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

胃
が
ん
の
一
次
検
診
に
は
、
問

診
、
胃
Ⅹ
線
検
査
、
胃
内
視
鏡
検

査
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査
、
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
抗
体
検
査

が
あ
り
ま
す
。
ご
く
早
期
の
が
ん

の
場
合
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
の
早
期
発
見

の
た
め
に
は
、
自
覚
症
状
が
な
い

時
期
に
も
定
期
的
に
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢＃8000｣
　休日や夜間の子どもの急病時にご利用
ください。県内であれば、プッシュ回線
の電話や携帯電話から「＃8000」を押
すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、休日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時（火災やけが人など）
の受付専用電話番号です。夜間など、時間
外に診療可能な病院については、児玉郡市
広域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案
内していますので、ご利用ください。ただ
し、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

２月９日㈰ 寺 坂 医 院 西 富 田 ☎㉒３３４３

２月11日㈷ 中 村 外 科 医 院 日の出３丁目 ☎㉑６２１１

２月16日㈰ 中 沢 皮 膚 科 東台２丁目 ☎㉒１１１２

２月23日㈰ 西 澤 整 形 外 科 上里町七本木 ☎33０６００

３月２日㈰ 根 岸 医 院 児玉町児玉 ☎72００７１

３月９日㈰ 服部クリニック 東台４丁目 ☎㉔４６７１

※児玉保健センターは健診などを行う場合を除いて職員が不在です。お問い合わせは本庄市保健センターへ

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分
からです。

胃
が
ん
に
つ
い
て

医

療

�

�

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部

胃
が
ん
の
割
合
は
、
１
９
５
０
年

頃
に
は
約
半
分
で
し
た
が
、
最
近

で
は
約
４
分
の
１
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

胃
が
ん
の
発
生
過
程

検
診
は
定
期
的
に

～お詫びと訂正～
　広報ほんじょう12月号に折り込
んだ『かかりつけの医師・歯科医師
を持ちましょう』の医科（病院・医
院）・歯科医院一覧表に誤りがありま
した。ここにお詫びし訂正します。

○久保医院の診療科目
　誤）糖内・循内
　正）内・糖内・循内

○松澤医院の診療科目
　誤）内・小・放・リウ・リハ・
　　　麻・ペ内・ペ外
　正）内・整・小・放・リウ・
　　　リハ・麻・ペ内・ペ外

★ 本庄市保健センター☎㉔２００３



24

1/11
22014 N

o.97

■
発
行
/本
庄
市

■
編
集
/本
庄
市
役
所
企
画
財
政
部
秘
書
広
報
課

〒
3
6
7
-8
5
0
1
　
埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
3
-5
-3

☎
㈹
0
4
9
5
-2
5
-1
1
1
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.honjo.lg.jp/

※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　本庄総合公園内で、
市民元旦マラソンを開
催しました。子どもか
ら大人まで762人が参
加し、約2.5kmのコー
スを走りました。

はい、どうぞ

合戦つみっこつみっこ

　市役所前庭駐車場で、「つみっこ」合戦を
開催しました。当日は、約3,000人が来場
し、各店自慢の味を楽しみました。

第54回

どれに投票しようかな

つみっこ、おいしいね

第７回新春本庄名物

一般の部 小学生の部
男子 女子 男子 女子

1位 藤原　　拓 佐藤　真耶 原田　峻輔 倉林　奈穂
2位 須永　義伸 板垣　有乃 川田　竣哉 神道菜々子
3位 今井　優作 小池　優佳 加藤　健人 赤尾　　祈
4位 辻　　亮輔 木下　礼菜 久保田凌雅 鈴木　桜子
5位 江黒　雅樹 小林　弥生 清水　啓太 中林　実優
6位 大澤　祐太 塩原　舞香 四ツ柳峻輝 須田茉莉亜

入賞者（敬称略）

��

����
��

1/1

読みやすいユニバーサルデザイン文字

がんばったね！

ありがとう


